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ピアノ独奏

歌劇 「セヴイリアの理髪師J序 曲 ロ ツ ン ー ニ

舞踊組曲 「白 鳥 の 湖J 作界!20

演 奏 会 用 練 習 山 No.3

ソナタ OP.57「 熱情J第 一楽章

Ⅳ 交響曲第八番 口短調 「未 完 成J シ ユ ー ベ ル

第一楽章   ア ン グ ロ 。モ デ ラー ト

第二楽章   アンダンテ ・コン 。モー ト
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歌劇 「セヴィリアの理髪師」序曲 t fy; / / -=

この歌劇 「セヴイリアの理髪師」は、 「フイガロの結婚Jと 対をなすも

のである。実はこの,'曲は、この曲のために書かれたものではな く、前年

書いたオペラ 「Elisabeta Regina d'Inghilterra」の序曲をもつて代用したのであつ

た。ところがこれが又名曲であつたので、商来そのま 今ヽ日まで使われ、単独でも演

奏会のllt目の中にしばしば入れられる。全体ソナタ形式で書かれ明るい、楽しいイタ

リアの喜歌劇の典型的な気分を111している。

I「1:[1〕モ:×詈酵くれたもの0-桑119=F∫し1初:
された。初演は成功しなかつたが、山のもつ美しさは、しだいに認められ

、今日では最も多く上演されるバレーとなつている。物語は、王子と、悪魔によつて

自鳥に変えられた王女とが、悪魔による色々の障害をのり越えて遂に結ばれるという

筋である。木日演奏される組曲は、 このパノー音楽の各場面より、美しい音楽を抜率

し、演奏会用にまとめたものである。曲はチヤイコフスキー特有の美しいメロデイー

にあメ、れ、多くの愛好者をもつている。

ピア ノ ・ソナ タ 作 品57「熱 1青」 ベー トー ヴエ ン

ベートーヴエンは生涯において32のビアノ・ソナタを作曲し、その何れ

もが秀れたものである。その1卜作品57「熱情Jは彼の深刻な情操を完全に

近い表現法をもつて現わしたピアノ曲で、彼の他の同種の竹:品には見出すことが出来

ぬといえる。これは内容と表現が完全に一致した傑作である。第一楽章はソナタ形式

新路開lliを目的とし、簡単な手段によつているが、それにも拘わらず大変感銘的で効

果を有する第一主題は魅力的である。

演 奏 会 用 練 習 曲 No.3

3曲からなる演奏会用練習曲は、 リス トの1348年頃の作品である。 この3由は、

まず1349年にキストナーから出版されたが、のちにマンソニエールからも 「詩的カプ

リス」として刊行された。そしてその時に、各曲にそれぞれ標題がつけられた。 これ

らの標題は、便官的なものに過ぎないが、現在も、しばしば用いられている。 「ため

いき」と名づけられた第3番は、右手と左手が交互に奏する優雅な旋律が、アルペツ

ジヨで彩られている曲で、3山 !卜ではもつとも広く知られているもの。

IVずF■[11行及屏作っちゞ∴員ムち、lでぁ
る。これらの交響由に共通して冗長という欠点がみられる。 しかるにこの

八番は未完成の名が示す如 く二楽章しか有さずこの欠点を免れている。そしてその旋

律の美しさは実に崇高にして清純である、外形的には未完成ながら内容的には完成し

たものと云える。

第一楽章はアングロ。モデラー ト四分の三拍子のソナタ形式、第二楽章もアンダン

テ ・コン・モー ト八分の■11子のソナタ形式又は大ざつばに二剖S形式といえる。

有名な序奏の旋律が全曲の根本思想、純一主題となつている。
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神 戸 大 学 交 響 楽 団

Conductor    長 谷 りll昌 治

Concert mOs,er藤 田 貴 久

l si Violin清 水 淑 子  藤 原  興  田 端 春 彦  白 滝 和 子

田 中 ミ チ  安 楽 城 俊 子  三 宅 久 子

2nd Violin三 井 孝 治  堤  昭 二  森 長 一 郎  野 村 裕 二

武 貞 延 也  原 田 正 行  稲 岡  述  的 野 浩 子

官 |は 子  西 丼 康 朗

ViOl。  西 村 公 男  岡 田 和 大  田 中 真 弓  吉 田 喜 一 郎

cell。    藤 田 貴 久   鈴 木   肇   桑 田 俊 男

BOss 鳥 山 喬 高 橋 登 大 山 茂

日utte  野 中 杢 助  寺 井 直 行  小 西 経 男

oboe  仁 井 清 喜  倉 持 建 三  森 安 貞 夫

CIo�net 堀  俊 男  四 本 喬 介  越 後 正 紀

Fogo十   八 島   薫   渡 辺 省 三

HOrn  田 村 嘉 崇  尾 上 正 紀  上 村 雅 英  吉 田  昭

Trumpet  富 田   肇   中 島 良 能

Trombone水 垣  健  橋 本 昌 武  岩 本 靖 弘

TimpOni    様蟻 剖
`    

浩


